
震災復興室だより（第22号）の訂正について

平成３０年２月２６日、以下の訂正を行いました。

P1 葛尾村 畜産の戸数を「７戸→８戸」に修正。

P3 南相馬市 油脂作物の面積を「約1.23ha→約12.3ha」に修正、

牧草・デントコーンの面積を「約1.2ha→約12ha」に修正。

P4 飯舘村 キャラクターを「右向きから正面」のイラストに変更。

P5 富岡町 ぶどうの面積を「18a→27a」に修正。

双葉町 キャラクターの名称を「ふたばだるま→フタバくん」に修正。
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水　稲 畑作物 園芸作物 畜　産 その他
（主食用、飼料用米、

備蓄米、WCS）
（大豆、小麦、
ライ麦、そば）

（野菜、果樹、花き）
（和牛繁殖・肥育、
酪農、養豚、養鶏）

（飼料作物、なたね等）

広野町
【H24.3.31】

１０２戸
１組織

５戸 ４戸
２戸｛２戸｝

１組織｛１組織｝

田村市
（都路町）
【H26.4.1】

１５３戸
１組織

１組織
３８戸｛３７戸｝

４組織
１組織

川内村
【H26.10.1】
【H28.6.14】

９０戸
３組織

６６戸
３６戸
３組織

９戸｛８戸｝
１組織｛１組織｝

１４戸
１組織

楢葉町
【H27.9.5】

２０戸
１組織

８戸
１組織

４戸 １戸

葛尾村
【H28.6.12】

１４戸 ７戸
２戸

１組織
８戸 １４戸

南相馬市
（小高区）

【H28.7.12】

１２戸
３組織

３組織
６戸

５組織
１組織

６戸
４組織

川俣町
（山木屋地区）

【H29.3.31】

５戸
９戸

１組織
１１戸
１組織

２戸
２組織

５戸
１組織

飯舘村
【H29.3.31】

８戸 ３戸
２６戸
２組織

３戸
１組織｛１組織｝

２戸

浪江町
【H29.3.31】 ５戸 １戸

７戸
２組織

３戸
２組織

富岡町
【H29.4.1】

３戸
１組織

３戸
１組織

１戸

大熊町 １組織
１戸

１組織

双葉町 １組織

　※１　震災復興室が各市町村担当者から聞き取りにより取りまとめ

　※２　数字は平成29年12月20日現在の延べ人数　

　※３　【　】は避難指示解除年月日

　※５　上段の「戸」は家族経営体、下段の「組織」は法人、農業生産組織、復興組合等の組織経営体、集団、グループ

被災12市町村の営農状況 （営農再開に向けた取組含む）

　※４　畜産欄の｛　｝は震災後も継続して営農している戸数・組織

震災復興室だより（第22号）
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震災復興室だより（第22号）

【水 稲】193ha（90戸、3組織）※うち実証栽培：約30a（里山のつぶ）

＜主食用＞約59ha、＜飼料用米＞約123ha、＜備蓄米＞約11ha

【畑 作 物】そば：約74ha、（64戸）、小麦：約1ha（2戸）

【園芸作物】＜野菜＞リーフレタス等：約１ha（１組織）

＜果樹＞ワイン用ぶどう：約2.5ha（１組織）、

ハウスぶどう：約20a（18戸）、

ブルーベリー：800本（14戸）

＜花き＞リンドウ：約50a（1戸、1組織）、

トルコギキョウ：約15a（1戸）

＜その他＞タラノメ：約0.5ha（2戸）

【畜 産】＜酪農＞親牛50頭、子牛28頭（１戸）

＜和牛繁殖＞親牛20頭、子牛22頭（８戸）

＜養豚＞親豚約900頭、子豚約5000頭（１組織）

【そ の 他】＜油脂作物＞えごま：約6ha（２戸、１組織）、

＜飼料作物＞牧草：約60ha（9戸）、デントコーン：約25a（1戸）

＜林産物＞菌床椎茸：生産量62t（2戸）

モリタロウ

【水 稲】163ha（102戸、１組織）

＜主食用＞約108ha、＜飼料用米＞約55ha

【畑 作 物】そば：約2.9ha（１戸）、小麦：約5.8ha（２戸）

大豆：約1.1ha（２戸）

【園芸作物】＜野菜＞たまねぎ：約130a（３戸）、

＜花き＞トルコギキョウほか：約40a（１戸）

【畜 産】＜和牛繁殖＞約30頭（２戸）、＜肉用牛肥育＞約100頭（１組織）

ひろぼー

【水 稲】218ha（15３戸、１組織）

＜主食用＞101ha、＜飼料用米＞117ha

【畜 産】＜和牛繁殖＞（３８戸、１組織）、＜肉用牛肥育＞（1組織）

＜養豚＞（１組織）、＜養鶏＞（１組織）

【園芸作物】＜花き＞りんどう：約35ａ（１組織）

【そ の 他】＜油脂作物＞えごま：30ａ（１組織）
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震災復興室だより（第22号）

【水 稲】32ha（２０戸、１組織）

＜主食用＞約8.7ha、＜飼料用米＞約11.4ha

＜備蓄米＞約4.3ha、＜種子用＞約7.8ha

【園芸作物】＜野菜＞サツマイモ：約1.5ha（3戸）、

たまねぎ：約20a（1戸）

＜花き＞トルコギキョウ、ストック：約50a（4戸）

＜果樹＞ゆず：約20a（１組織）

【畜 産】＜酪農＞親牛40頭 子5頭（１戸）、＜和牛繁殖＞親牛３７頭（３戸）

【そ の 他】＜飼料作物＞牧草：5.2ha（１戸）

ゆず太郎

【水 稲】9.0ha（14戸）

＜主食用＞約7.7ha、＜飼料用米＞約1.2ha、＜備蓄用米＞0.1ha

【畑 作 物】そば：約2.5ha（６戸）、大豆：約0.2ha（１戸）

【園芸作物】＜花き＞トルコギキョウ：約2400本（２戸）、コチョウラン（1組織）

【畜 産】＜和牛繁殖＞72頭（8戸）

【そ の 他】＜油脂作物＞えごま：約１ha（７戸）、＜飼料作物＞牧草：約１５ha（６戸）

＜林産物＞菌床椎茸：１戸

しみちゃん

【水 稲】約21ha （１２戸、３組織）

＜主食用米＞約18ha、＜飼料用米＞約3ha

【畑 作 物】大豆： 約30ha（３組織）

【園芸作物】＜野菜＞たまねぎ：約80ａ（２組織）、

ヤマウド：約142ａ（３戸）、

ソラマメ：約10ａ（１戸）、カボチャ：約6ａ（１戸）、

長ネギ：約8ａ（１組織）

＜花き＞トルコギキョウ：約4ａ（１戸）、コギク：約6ａ（1組織）、

カスミソウ：約2a（1組織）

【畜 産】＜養豚＞年間約10,000頭出荷（１組織）※親豚約500頭

【そ の 他】＜工芸作物＞ケナフ：約12.8ha（１戸、１組織）、綿花：約９ａ（１戸）

＜油脂作物＞なたね：約12.3ha（２組織）

＜飼料作物＞牧草・デントコーン：約12ha（１戸、１組織）

＜林産物＞菌床椎茸：約９ａ（２戸）

＜地被植物＞カバープランツ：約1.15ha（１戸）

のまたん
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震災復興室だより（第22号）

【水 稲】約８ha（5戸：主食用）

【畑 作 物】そば：約3.6ha（7戸）、小麦：約0.3ha（１戸）、

ライ麦：約0.2ha（1戸）、大豆等：約0.3ha（１組織）

※大豆等は研究機関による試験栽培。

【園芸作物】＜花き＞トルコギキョウ：約1.9ha（８戸、1組織）、

キク・シャクヤク：約1.5ha（3戸）

【畜 産】＜和牛繁殖＞約5頭（1戸）、＜酪農＞約3頭（1戸）、

＜養豚＞約9500頭（1組織）、＜養鶏＞約28000羽（1組織）

【そ の 他】＜飼料作物＞約0.3ha（1組織）、＜工芸作物＞葉たばこ：約0.3ha（5戸）

※飼料作物は研究機関による試験栽培。

小手姫様

【水 稲】約8.2ha（８戸）（※WCS含む）

【畑 作 物】そば：約1.57ha（3戸）

【園芸作物】＜野菜＞約0.76ha（15戸、１組織）

＜果樹＞ブルーベリー：約3a（1戸）、ギンナン：約60a（2戸）

＜花き＞カスミソウほか：約0.85ha（７戸、１組織）、

山野草・盆栽：（1戸）

【畜 産】＜和牛繁殖＞約30頭（（3戸）うち飼養実証1戸）、

＜養豚＞約1350頭（うち母豚350頭）（１組織）

【そ の 他】＜飼料作物＞牧草：約2.4ha（２戸）

イイタネちゃん

【水 稲】2.５ha（5戸：主食用、販売を目的とした実証栽培）

【畑 作 物】大豆：１.２ha（１戸）

【園芸作物】＜野菜＞長ネギ：20a（３戸）、たまねぎ：30a（３戸）

＜花き＞トルコギキョウ・アスター・小菊等：48a（1戸､１組織））

＜果樹＞ゆずみかん（ジャバラ）：30a（１組織）

【そ の 他】＜油脂作物＞えごま：66 a（２戸）オリーブ：40a（１組織）

＜飼料作物＞牧草（オーチャード・イタリアン）：20a（１戸）

＜その他作物＞苔：2a（１組織）

うけどん
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【水 稲】5.4ha（３戸、１組織）

＜主食用＞5.4ha、※うち実証栽培：4.1ha

【園芸作物】＜野菜＞ たまねぎ：約10a（１戸）

アスパラガス：約10a（１戸）※実証栽培

コマツナ：約20a（１戸）※試験栽培

＜果樹＞ ワイン用ぶどう：約27ａ（１組織）

【そ の 他】＜飼料作物＞牧草：約６a（１戸） ※実証栽培

とみっぴー

【水 稲】 8a（１組織）※試験栽培

【そ の 他】＜地力増進作物＞イタリアンライグラス：25a（１戸）※試験栽培

＜景観作物＞ヒマワリ ：60a（１組織）

おおちゃんくうちゃん

【そ の 他】＜地力増進作物＞イタリアンライグラス１４a（１組織）※実証栽培

フタバくん

震災復興室だより（第22号）
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東北農政局は、平成29年11月1日(水)に仙台合同庁舎において、「国の地方行政機関の長等に

よる食事会（懇親会）」を開催しました。この催しは、東日本大震災により、大きな被災を受け

た東北３県の農産物を食べて応援するため、平成２５年より開催されており今回で5回目の開催

となります。

冒頭、木内東北農政局長より「農業の復興には担い手の確保や経営安定等課題がある中、最近
き うち

のアンケートでも、福島県産農産物の購入をためらうと答えた消費者が１３％と一定程度存在し

ている結果もあり風評対策が課題となっております。このため仙台合同庁舎食堂において、「福

島県産天のつぶ」を今月一ヶ月間提供することにしました。ぜひ各職員への働きかけをお願いし

ます。また、このイベントのキックオフとし本日の食事会を企画しましたので、おいしいだけで

はなく安全だと広くＰＲできればと思っています。」とあいさつがありました。

福島県からは、富岡町の 渡 辺康男ふるさと生産組合組合長と川俣町の菅野源勝山木屋地区営
わたな べ やす お かん の げんかつ

農組合長の２名が招待され、富岡町の渡辺さんからは、「富岡町の復興は、農業の復興なくして

町の復興はない。行政・ＪＡ等と協力しできることから取り組んでいきたい。」 また、川俣町

の菅野さんからは、「山木屋地区には、若者の帰還が鈍く農業の担い手がいないが、数件の農家

が花卉栽培でがんばっている。元のにぎわいを取り戻すため皆さんに見ていただけるような花を

育てていきたい。」と現状について説明がありました。

食事会では、富岡町の渡辺康男ふるさと生産組合長が提供した、「天のつぶ」のおにぎりのほ

か、岩手・宮城・福島の農業女子プロジェクトメンバーによる郷土料理の「いかにんじん」など

５品が並びました。また、参加した方々からは、「冷めてもおいしいお米だ。」「料理のレシピを

教えてほしい。」など、農業者・農業女子の方々とのなごやかな食事会になりました。

震災復興室だより（第22号）
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